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	   報 告 者
	深沢瑛里（湘南JYC中３）

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	気温、水温

ウエアについて


	· スコールでなければ、暖かかった
· 海上は海パン、Tシャツで十分だった

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	· 午前中は風がなく、午後から吹いてくるパターンが多かった
· 波は小さく、よく振れる海面だった

	　セッティングで

注意したこと
	· 他の選手のボートスピードに負けないようスピード重視のセットにしていた
· 波が小さかったのであまりパワーをいれないセットにしていた

	　セーリングで

　注意したこと


	· 振れる海面だったのでいつも以上にブローを見るようにしていた
· 波が小さかったので体を大きく動かさないようにしていた

	　海上で練習した

こと
	· 5人でランニング、クローズのスピード練習
· 他のチームと合同でコース練習

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	· スピードでは他の選手に負けていなかった
· 風なかったときのスベリは最悪だった

	　スタートは、

　どうでしたか？


	· 潮の影響が大きかったときがあった
· 有利サイドを狙いすぎると集団に巻き込まれ出遅れてしまう事があった

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	· 次どっちに振れるのか考えてブローをとりに行った


	　自分より上位の

　選手との違いは？


	· 完璧なスタートが出来ているか
· 風をしっかりつかめているか



	　国内の練習で

　役立ったこと


	· ランニングやクローズのスピード練習
· タック、ジャイブ、マーク回航などの動作練習

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	· 混戦時のスタート練習
· スタート時のボートスピード

	　印象に残った

外国選手は？

　
	· THA112の子はスタート、コース引き、ボートスピードすべて完璧で見習わなければいけないとこが沢山あった

· SIN22の子は最後まで自分の走りをしていて上位に浮上してきたので精神面で見習わなければいけないと思った

	　今後の課題と

　目標は？
	· 何が起きても最後まで自分の走りが出来るようになり、他の艇種でまた世界を狙いたいです
· 世界で通用する強い選手になりたい

	　ＪＯＤＡへの要望
	· チームレース対策

· チーム内の交流（チームの合同練習をコーチも含め増やすべき）

	　

その他


	OP最後でワールドに出場できよかったです。関係者の方々お世話になりました。

最後になりましたが、海外の大会に参加させていただきありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

